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本プロジェクトは千葉大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程における正規の教育研
究の一環として位置づけられており、専攻、講座、教育研究分野を横断して研究プロジェク
トを組織し、それを通じて院生の研究に対する学際的な支援と研究交流を展開することが奨
励されている。本報告書は、研究プロジェクト「『空間』の民族誌」の成果を参加者の論文
集という形でまとめたものである。
本プロジェクトは、2010年４月から２年間にわたり筆者を代表者とし、同大学院人文社
会科学研究科博士後期課程に在籍するラジブ・シュレスタ、工藤由美、佐藤敦、ナムラ、河
合文、林咲子、矢野裕之、博士前期課程に在籍する佐藤圭悟と、同研究科で博士前期課程を
修了後2011年より立教大学大学院博士課程に在籍している渡辺浩平の10名によって実施し
てきた。メンバーは、全員文化人類学を専攻する院生である。
本研究プロジェクトのきっかけは、文化人類学研究室の大学院ゼミの後の院生同士の議論
にある。メンバーの一人である工藤が、日常的な文化実践としてのケアにおける空間の意義
について南米チリのマプーチェを事例に報告をおこない、それに触発される形でそれぞれの
メンバーの中からも各自の研究における空間の重要性が語られるようになり、ならば、それ
ぞれの研究関心と現地調査を背景に、「空間」というテーマで継続的に議論できる場を設定
してはどうかということになったのである。
発足時の趣旨説明を引用すれば、本プロジェクトの目的は、「これまでの文化人類学的空
間研究を整理、総括した上で、参加メンバー各自のフィールドワークから得られた調査資料
を踏まえて、空間研究に新しい局面を切り開くことを企図している。メンバーはそれぞれ異
なる地域 (ネパール、チリ、セネガル、内モンゴル、マレーシア、タイ、アメリカ合衆国、
日本) で調査を行っており、コミュニティ空間や住居等の住まい方、場所的移動などに見ら
れる空間利用の仕方などに焦点を当てながら、人々の空間構築とその利用について多角的な
記述をおこなうと同時に、地域間の比較をもおこない、空間に関する従来の概念・理論を再
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考していく」ことであった。
メンバー数が多いこともあって、指導教員としての「指導」よりも、メンバー相互の報告
と討論に基づく切磋琢磨を重視する方針をとった。2010年は各自のフィールドワーク等の
ためにほとんど共同研究会を開催できなかったが、2011年に入って週１回のペースで共同
研究会が持てるようになり、文化人類学だけでなく、建築学や都市論といったさまざまな領
域の「空間」関連文献を検討の俎上に載せることができた。そうした検討の上に立って、そ
れぞれのフィールドから各自の「空間」への関心をまとめたものが本報告書である。
フィールドも、関心のありようも多様であり、「空間」について考察を展開してきた時間
的深度もそれぞれなので、どこまでまとまったものになっているのか心許ない面もあるが、
それぞれのメンバーが現時点での自己の空間論をまとめておくことが、次の一歩に通ずるも
のと信じたい。
共同研究会
すでに記したように、本プロジェクトは、参加メンバーの多くがフィールドワーク中の期
間を除き、主に2011年以降の学期中に週１回のペースで行った共同研究会での報告と討論
を中心に進められていった。2011年の前期は文献講読を中心に進め、近年の空間に関する
議論を抽出、整理し、後期は各々の関心と現地調査に沿って報告を行った。また、後期には
本学出身の岩佐光広氏 (高知大学人文学部) をゲストスピーカーとして招き、岩佐氏が調査を
行っているラオスの事例を報告していただいた。この共同研究会での報告にさらに考察を加
えてまとめられたものが、本報告書の各章を構成する論文となっている。
共同研究会の期日および報告者、報告テーマは以下の通りである。(敬称略)
第１回 : 2010年5月25日 (火) 10:00～12:00
報告者 : メンバー全員
「本研究プロジェクトに関する個人的関心と文献講読について」
第２回 : 2011年3月1日 (火) 13:30～15:00
「今後の研究プロジェクトの方針と計画」
第３回 : 3月29日 (火) 16:00～18:30
報告者 : 渡辺浩平
文献講読「公共圏」× 空間
•花田達朗 1996『公共圏という名の社会空間』木鐸社。
第４回 : 4月5日 (火) 16:00～18:30
報告者 : 工藤由美
文献講読「コミュニティ」× 空間
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•デランティ、ジェラード 2006『コミュニティ ̶̶ グローバル化と社会理論の変
容』山之内靖＋伊藤茂訳、NTT出版。
第５回 : 4月12日 (火) 16:00～18:30
報告者 : 佐藤敦
文献講読「時間」× 空間
•ホール、エドワード 1977/1970『かくれた次元』日高敏隆・佐藤信行訳、みすず
書房。
第６回 : 4月19日 (火) 16:10～19:00
報告者 : ラジブ・シュレスタ
文献講読「都市」× 空間
•陣内秀信 1985『東京の空間人類学』筑摩書房。
第７回 : 5月10日 (火) 17:30～20:00
報告者 : 林咲子
文献講読「教育」「コミュニケーション」× 空間
•ブルデュー、ピエール 1999『教師と学生のコミュニケーション』安田尚訳、藤原
書店。
•今村仁司 2008「社会空間の概念」『社会空間の人類学 - マイノリティ・主体・モ
ダニティ』西井涼子・田辺繁治編、pp. 32-47、世界思想社。
第８回 : 5月17日 (火) 17:30～20:00
報告者 : 佐藤圭悟
文献講読「住まい」× 空間
•塩谷壽翁 2002『異文化としての家 - 住まいの人類学事始め』圓津喜屋。
第９回 : 5月24日 (火) 17:30～20:00
報告者 : 渡辺浩平
文献講読「空間的禁止」「入れない空間」
•Munn, Nancy 2003 “Excluded Spaces : The Figure in Australian Aboriginal Landscape” 
In The Anthropology of Space and Place : Locating Culture. pp.92-107. Low, Setha M. 
& Lawrence-Zúñiga, Denise edt. Oxford : Blackwell.
第10回 : 5月31日 (火) 17:30～20:00
報告者 : 工藤由美
文献講読「世界に住まう」× 空間
•グッツォーニ、ウーテ 2002/1999『住まうこととさすらうこと』米田美智子訳、
晃洋書房。
•武井秀夫 1999「失われたつどいの場 - トゥユカ・北西アマゾンの焼畑農耕民」
『シリーズ建築人類学〈世界の住まいを読む〉② 住まいにつどう』佐藤浩司編、
pp.227-248、NTT学芸出版社。
第11回 : 6月7日 (火) 17:30～20:00
報告者 : 矢野裕之
文献講読「奥」× 空間
•槇文彦 1980「第１章 都市をみる」『見えがくれする都市』鹿島出版会。
•槇文彦 1980「第５章 奥の思想」『見えがくれする都市』鹿島出版会。
第12回 : 6月14日 (火) 17:30～20:00
報告者 : 河合文
「バテッの空間利用と社会関係」
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第13回 : 6月21日 (火) 17:30～20:00
報告者 : 佐藤敦
文献講読「市」「市場」× 空間
•マリノフスキー、B.、J・デ・ラ・フェンテ 1986『市の人類学』平凡社。
第14回 : 6月28日 (火) 17:30～20:00
報告者 : ナムラ
文献講読「空間概念」× 空間
•原弘司 1996「空間の基礎概念と〈記号場〉」『時間と空間の社会学』井上俊編、
pp.15-74、岩波書店。
第15回 : 7月5日 (火) 17:30～20:00
報告者 : 林咲子
文献講読「移動」「時間」× 空間
•小池郁子 2011「創造/創造されたアフリカ性の時間 ̶̶ アフリカ系アメリカ人の
オリシャ崇拝運動の初期から衰退をめぐって」『時間の人類学 ̶̶ 情動・自然・
社会空間』西井涼子編、pp.301-332、世界思想社。
•速水洋子 2009「第４章 生活実践の変容 - 家の共食と空間をめぐって」『差異とつ
ながりの民族誌 - 北タイ山地カレン社会の民族とジェンダー』pp.98-123、世界思
想社。
•田辺繁治 2006「ケアの社会空間 ̶̶ 北タイにおけるHIV感染者コミュニティ」
『社会空間の人類学』西井涼子・田辺繁治編、pp.372-394、世界思想社。
第16回 : 7月19日 (火) 18:00～20:00
報告者 : 矢野裕之
文献講読「杉浦康平の作品にみる空間感覚と身体感覚について」
•岩田慶治・杉浦康平編 1989『アジアの宇宙観』美と宗教のコスモス第２巻、講談
社。
•国際交流基金 企画・杉浦康平 構成・造本 1981『変幻する神々 - アジアの仮面展
図録』日本放送出版協会。
•写研・杉浦康平 企画・構成 1985『文字の宇宙』写研。
•杉浦康平・松岡正剛 編著 1976『ヴィジュアルコミュニケーション』世界のグラ
フィックデザイン第１巻、講談社。
•杉浦康平. 1982「眼球のなかのマンダラ」『身体の宇宙性』文化の現在 第２巻、
pp.43-93、岩波書店。
•杉浦康平・杉浦冨美子 企画・構成, 岩田慶治 監修 1982『アジアの - コスモス + 
マンダラ』講談社。
•杉浦康平・濱田隆 編 1989『曼荼羅の宇宙 - 東寺・高野山と密教の寺々』日本美を
語る 第４巻、ぎょうせい。
•杉浦康平 編著 1995『円相の芸術工学』神戸芸術工科大学レクチャーシリーズ、工
作舎。
•杉浦康平 1997『かたち誕生 - 図像のコスモロジー - 万物照応劇場』日本放送出版
協会。
•杉浦康平 1999『宇宙を呑む - アジアの宇宙大巨神の系譜 - 万物照応劇場』講談
社。
•杉浦康平 編著 2005『アジアの本・文字・デザイン - 杉浦康平とアジアの仲間たち
が語る』トランスアート。
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•杉浦康平 2007「身体とダイアグラム」東京藝術大学建築科百周年誌編集委員会 編
『ケンチクカ - 芸大建築科100年建築家1100人』pp.14-18、建築資料研究社。
•杉浦康平 2007「建築・空間解読術」東京藝術大学建築科百周年誌編集委員会 編
『ケンチクカ - 芸大建築科100年建築家1100人』pp.198-207、建築資料研究社。
•杉浦康平 2010『多主語的なアジア - 杉浦康平 - デザインの言葉』工作舎。
•松長有慶・杉浦康平 編 1983『マンダラの世界』講談社。
第17回 : 7月26日 (火) 13:00～15:00
報告者 : ラジブ・シュレスタ
文献講読「マンダラ」「カースト」「聖」× 空間
•Pickett, Mark A. 2005 ‘Ritual Movement in the City of Lalitpur’. Journal of Center for 
Nepal and Asian Studies, Vol 32, No.2, 243-265.
•Gellner, David N. 1996 (1992) , Monk, Householder, and Tantric Priest : Newar 
Buddhism and its Hierarchy of Ritual, Cambridge Unniversity Press, India. 41-72.
•真鍋俊照 1991『マンダラは何を語っているか』講談社現代新書。
第18回 : 10月4日 (火) 18:00～19:30
「後期の研究会計画の打ち合わせ」
第19回 : 10月18日 (火) 18:00～20:00
報告者 : 工藤由美
「『伝統』の復興？／構築？ ̶̶ サンチャゴにおけるマプーチェ先住民活動の空間
利用」
第20回 : 10月24日 (月) 12:50～14:20
報告者 : 岩佐光広
「『ワット』という空間 ̶̶ ラオス低地農村部における多機能空間」
第21回 : 11月1日 (火) 18:00～20:00
前期のまとめ
第22回 : 11月8日 (火) 18:00～20:00
報告者 : 矢野裕之
「ワタクシの『空間』観 -『空間』とはどのように語ることができるものなのか」
第23回 : 11月15日 (火)
報告者 : ラジブ・シュレスタ
「ネワール族のGUTHIとその空間的位置づけ」
第24回 : 11月22日 (火)
報告者 : ナムラ
「『ゲル』の空間変容について」
第25回 : 11月29日 (火)
報告者 : 佐藤圭悟
「憑依の空間」
第26回 : 12月20日 (火)
報告者１ : 渡辺浩平
「宗教実践空間の生成 ̶̶ ナバホ保留地におけるNAC」
報告者２ : 林咲子
「タイにおける教育空間の形成」
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